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フ ラ ス トレー シ ョ ンに 関 係 す る
いわゆ る期待 についての一 実験
川村
＊幹
研 究 の 目 的
肋 i打 等＜ 肋 如 and ガ肋 花（1955），肋 お（1956）＞ は，フラス トレーションを考えるに
あた って，期待（expectation）を導入 した。彼ほ，あたえ られた経験が混乱 しフラス トレ
ー シ ョンに お ちい る程 度 ほ ， 事 態 に よ るのみ な らず 個 人 の期 待 に も よ る と して ， ガ イ ダ ン
スが 期 待 に 影 響 を お よば し， そ の 後 の変 化 も フ ラス トレ ー シ ョンを生 じに くくな る と述 べ
る。
この期待な る語は， ゲシタル ト心理学の影響 を うけた 肋 言er の用いた もの として考慮す
べきであろ うが， とに角現象的 に期待 の包括 す る内容 を考 えてみ るに，肋 王er と対立す る
立場に ある人 の実験結果 が，彼 の考 えを支持 してい るの も少 くはない。た とえば 肋 抄rgr
a n d γねた（1948） の実験 である。恐怖それ 自身を恐怖す る よ うにす る最 もよい方法 の一つ
ほ，抑 制 し得 な い 苦 痛 な 事態 に お くこ とであ る こ とを驚 くべ き 明快 さ を も って 示 した と 自
讃する＜ 肋 抄rer（1950c）＞ この実験 をのせ る論文は， しか し医者 が訪問 し一両 日して達者
にな る といえ ば か な りよ くな った と感 ず る例 で ほ じめ られ て い る。 そ して実 験 ほ 欲 す る時
やめ させ る こ とが 出 来 る故 に あ ま りに悩 ま され るに は及 ば な い とい う例 を 示 す も ので あ っ
た○ この 2 例間に相違 がな くほない。前者ほ欲す る時苦痛 をやめさせ る ことが出来 るとい
うものではない。 この実験 的類例 を示 し，それについて考察す る ことが，本研究 の目的で
ある。
方 法
堅塁 囲 1 に示す ものであ る。全長 は 91cm ，箱 の高さほ底か ら29cm ，奥行 は18 ．5cm
であ る。 2 つ の部屋ほ左右の大き さは等 しく，実験者は前 方のガ ラスを通 して観察す る。
2 つ の部屋は戸に よってへだ て られ るが，戸 ほひき抜 くことが 出来 る。左室 の床ほ電気格
子にな ってい る。 各室の内側 の背部 の壁 に 2 燭光の電灯 1 箇ず つ と りつけ てあ り， 2 室 の
境の下端 の前方外側に普通のブザ ーを と りつけ てある。電気格子 の各本ほ直 径 2 m m であ
＊心理学担当
ー30 一
って，0 ．1m A までの直流定電流 に よる電気 シ ョックをあたえ得 る。図 2 はそ の配線 図を
示す。 これ らに関 しては ，東大助手今村護郎氏の御教示 をいた ゞいた。
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図1 本実験のための装置
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図 2 電気 ショック装置 の配線図
麹 旦壁 1959年8 月 1 日－ 8 月18日。
撃墜塑塾 長野県短期大学栄養学研究室の自ねずみ 9 匹（雄 6 ，雌 3 ）。 生後約 3 箇月。
前経験 はない。
室墜圭壁
（順化） 実験 日時に先立 つ 3 週 間。 固形飼料をあたえ，実験 者に馴れ させ る。飼育籠 に
雌雄別々に飼育 し，水 は給水瓶 よ り自由に摂取 させた。特に後半 の11 日間は，15 ×15×10
m m の固形 飼料 7 箇ずつ をあた えた。飼料ほ以後 これを用いた。
（予備訓練） 5 日間 （第 1 日一 第 5 日）。 装置 の左室に入れ ， 戸 ほ開いた ままセ 2 分間
そのま ゝにお く。そ の後電灯をつけ右室に飼料 を入れ， 3 分間お く。 た ゞし飼料 をたべて
いる もの及 び連 続 してた べ て い る もの ほ た べ終 る ま でそ の ま ゝに して お く。 1 日 2 試 行 。
一 31 －
た ゞ し N o・3 に あ って ほ左 室 でた べ る こ とを 改 め な い の で 第 4 日 に 3 試 行 。 また N o．2
にあってほ第 5 日第 2 試行にな って もたべないので 3 試行 を行 った。そ してこれですべて
がたべ るよ うにな った。ねずみの番号についてほ ，次 にのべ る。飼料 の装置 でのあたえ方
は以後 も同 じである。飼育籠での飼料のあたえ方ほ ，第 1 日と第 2 日では 5 箇ずつ，第 3
日と第 4 日は 4 箇ずつに した。水 は，以後 も同様 であ るが，順化の期間の 1 日に飲 み終れ
る程度 のみあたえた。
（本訓練） 予備訓練 が終 った翌翌 日か ら6 日間 （第 6 日一 第11 日。第 6 日と第 7 日の間
の 1 日間は事故 のため中断 された）。 雌を N o．1 か ら N o ．3 まで とし， 雄 を N o ．4 か ら
N o ．9 まで と し，予 備訓練最終 日最終回 の結果か ら，統計的に 2 群間に有意の差がない よ
う，N o．1 ，N o．3 ，N o．6 ，N o．8 が実験群，以外が統制群を構成 す る。 この分け方につ
いてはなお後述す る。第 5 日には雌雄 ともに飼料を十分あたえ，翌 日は雌 にはあたえず雄
には十分あたえ，以後装置 で飼料があたえ られ るまで約43時間の飼料をあたえぬ間を設 け，
訓練が終 ってか ら飼育籠 でほ十分にあたえ たー。 しか し飢餓 が強す ぎるよ うなので，第 9 日
には脚 こは翌 日雄 に先立 って訓練 出来 るよ う4 箇ずつ，雄には 6 箇 ずつあたえた。堆 はあ
たえぬ間の後であ ったか らであ る。第10 日にほ ともに 5 箇ず つあたえた。
実験群 にほ左室に入れ ブザ ーをな らす。 2 分間を経 てブザ ーをき り，戸 を開き電灯 を両
室ともにつける。右室に入れてあ った飼料 はたべ られ るわ けである。統制群は予備訓練 を
つづ け る。 第 6 日及 び 第 8 日に ほ N o．1 と N o ．3 に各 日 8 試 行 ず つ ，第 7 日 と第 9 日に は
N o ．6 と N o．8 に各 日8 試 行ず つ，第10 日と第11 日にほ実験群全部に各 日 4 試 行ずつお こ
なった。実験群ほすべて24試行 となる。統制群は，N o．3 は第 6 日と第 8 日と第10 日に各
日 1 試 行ず つ ，N o ．4 とN o ．5 と N o ．7 とN o ．9 は 第 7 日 と第 9 日 と第 11 日に 各 日一 試 行 ず
つお こなった。予備訓 練 とあわせる と， N o ．2 以外は13試行 とな る。
（テス ト） 本訓練が終 った翌 日か ら5 日間（第12 日一 第16 日）。飼料は，第11 日か ら，
雌にほ装置でたべ るもの もふ くめて 7 箇ずつにな るよ う，堆 には装置 でたべ るもの もふ く
めて 6 箇 ず つ に な る よ うあ た えた 。 雌 は 成 長 が早 く， 1 日10箇 程 度 ま で たべ る こ と もあ る
ので ， こ の よ うに 区 別 した。
実験群には，左室に入れ電気 シ ョックをあたえ， ブザ ーをな らす。電気 シ ョックは0 ．08
m A の直流定電流に よる。 2 分間を経て電気 シ ョックとブザ ーを き り，戸 をひ らき電灯 を
両室 ともにつける。右 室に入れ てあ った飼料ほたべ られ るわけである。統制群 には，左室
に入れ電気 シ ョックをあたえ， 2 分間を経 て電気 シ ョックを き り，戸 をひ らき電灯 を両室
ともにつけ る。右主 に入れ てあ った飼料がたべ られ るわ けであ る。 ブザ ーをな らさぬ以外
ほ実験群 と同 じで，電気 シ ョックも0 ．08m A の直流定電流 に よる。 ともに各 日1 試行ずつ
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であ る。
結 果
予備訓練 最終 日最終 回におけ る飼料を入れてか らたべほ ドめるまでの時間を表 1 に
示す。
実験群 と統制群 とに分けた時差が あるか否か であ
るが ， U テ ス トに よ り検 定 してみ る と，
U ＝1 5
1 09る以上 の危険率 で，有意な差があ るとは言えない。
次に飼料 を どち らの部屋でたべ るかであ るが， N o．1
は第 1 ，第 2 ，第 5 試行では左室で，それ以外の全試行
では右室 でたべた。N o．3 と N o．9 は左室でのみたべた。
なほ第 5 試行 までに飼料をたべた ものは，N o ．1 をのぞ
いては，N o．3 が第 3 試行でたべただけで ある。
杢逃磨 この期 間におけ る，実験群は戸が開い てか ら
飼料をたべは じめるまでの時間 ，統制群は飼料を入れて
飼料 を入れて
からたべ 初 め
るま で の時 間＼＼、 ねず み＼
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表1 第 5 日最終回におけ る飼料 を
入 れ て か らたべ ほ じめ るま で
の時間。
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ねずみ
たべ 初 め る まで
の時間
であ る。 2 群間に これに先立 つ訓練方法以外 に よる差ほ ，
テス トにお い て も生 じて釆 な い で あ ろ う。
テス ト この期問におけ る，ねずみが戸が開いてか ら
右室に入 るまでの時間 （tl）， 入 ってか ら飼料 をたべは
じめ る まで の時 間 （t2）， 戸 が 開 い てか らた べ は じめ る
実験群
N o・小 0・OSeC・（第8 日）
N o．3
N o．6
N o．8
0 ．O SeC．（第 8 日）
1 1 ．O SeC．（第 7 日）
6 ．5 SeC．（第 11日）
統制群
N o．2
N o．4
N o．5
N o．7
N o．9
3 ．O SeC．（第 8 日）
6 ．O SeC．（第 9 日）
3 9 ．O S eC．（第 11 日）
4 ．5 S eC．（第 9 日）
4 2 ．O S eC．（第 7 日）
表2 本訓練 の期間におけ る実験群
は戸が開いか ら飼凋せ たべは
じめ る ま で の時 間 ，統・制 群 は
飼料を入 れてか らたべは じめ
るまでの時間の各 の最小。 時
間欄 の括 狐内はそれを示 した
日。
までの時間（t3）を表 3 に示す。
実験群 と統制群 の tl間，t空間，t3 間にそれぞれ差 があるか ど うか をU テ ス トに よ り検定
した結 果 は ，表 4 に 示 す とお りで あ る。
なお ピッ トマ ンの検 定に よれは，全測 定値 を小 さい ものか ら大 きい ものへな らべ， 4 箇
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t l
t 2
t 3
2 2 ．0
3（S ．5
5 8 ．5
26 ．5
1 92 ．5
2 19 ．0
1 7 ．5
2 44 ．0
2 61 ．5
6 ．5
9 8 ．5
1 0 5 ．0
3 ．0
1 3 、0
1 6 ．0
9 ．5
2 3 ．0
3 2 ．5
1 8 ．0
8 ．5
2 6 ．5
1 0 ．5
1 6 ．0
2 6 ．5
4 ．5
3 ．0
7 ．5
7 ．5
0 ．0
7 ．5
13 ．5
1 3 ．0
2 6 ．5
1 3 ．5
5 ．5
1 9 ．0
表3 テ ス トの期 間 に お け る，戸 が 開 い てか ら右室 に 入 る まで の時 間 （tl），
入 っ てか ら飼 料 を たべ は じめ るま での 時 間 （t2）， 戸 が 開 い てか らた ぺ
は じめ る ま で の時 間 （t3）。
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表 4 テス トの期 間 に お け る，戸 が 開 い てか ら右室 に入 る ま で の時 間 （tl）， 入 ってか
ら飼料 をた べ は じめ る まで の時 間 （t：）， 戸 が開 いて か らた べは じめ る まで の時
間 （t3）の実験群統制群間の差 のU テス トに よる検定 。
の総 和 が 2 番 に小 さ くな る も の の危 険 率 は ，0．0317 とな り， 3 番 目ほ0 ．0476に な る の で，
3 番 目ま で に入 れ ば 差 が あ る と い え るわ け で あ る。 そ こで 第 1 2 日の t3 の 間 に は有 意 の
差が あ る とい え る。 第 1 2 日 と第14 日の tl の間 は ， tl ＝ 0 で あ る もの が 5 あ るわ け で ，
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tl＝ 0 である ものとそれ以外を各群についてみ ， 2 × 2 表を作 り F isb er の直接 確率計
算法 に よ り計 算 す る と，
p ＝0 ．0 79 4
とな る 。
各ねずみ につ いてtl，t2，t3に増加減少の傾 向が あるか どうかは ，5 試行であ るか ら，ム
ア と ワ リス の検 定 に して もマ ンの検 定 に して も， N o ．9 が t2 と t3 に減 少 す なわ ち早 くな
る傾 向が ある といえ るだけであ る。 叉実験 群統制群各 々の tl の総和，t2 の総和， t3 の総
和をみれば， 実験群 の t3 の総和 は増 加す なわちおそ くな る傾 向があ るといえる。 なお tl，
t望或 は t3 が 0 即 ち即刻に反応す ると いえ るねず みがあるか どうかは， 即刻に反応す る確
率が帰鮎 説 で与 である と考えれば， 5 回 とも即 刻に反応すれ ば危険率は
p ＝0 ．0 3 12 5
るとな るか ら，N o．8 ほ戸 が 開 け ば即 刻 に右 室 に 入 る とい うこ とが 出来 る。
考 察
表 4 等に よれ ば，t3 についてほ ，第12 日と第13 日にほ実験群が t3 が小であ り， 第14 日
以後は差があ るといえない。 このことは，単に学習成立 についてのことであ って，統 制群
が追いついた ともみ られ る。又実験群 に よ り成立 していた学習 とい うのも，戸 が開 く等す
れば右室に入 ることか，戸が開 き入 ってか ら飼料 をたべるこ とか或は両方か明かでない。
しか し tl お よび t望につ い てみ れ ば ， これ らの こ とほ 明 か に な る。 t2 に つ い て は 5 日 と も
に差がみ られ ない。 また N o．8 か らみて も，戸 が開 く等すれば右室に入 ることが実験群 に
より学習 されていた と見 るべ きであろ う。そ して統制群が第15 日にいわば追いつ き，第16
日に また 差 が あ る とい え る こ とは ， 注 目す べ き こ とで あ る。 飼 料 をた べ る最 初 か らつ づ け
て左室で飼料をたべ るこ とのみで右室でたべ ることを しなか ったねずみは N o．3 （第16 日
には右 室 で も少 した べ てほ い る） と N o ．5 だ け で あ り，N o．9 は 左 室 で た べ る こ とを つ ゞ
けたが，第13 日と第14 日では右室 でたべ ている。 またそ の他 のねずみは，N o．1 を のぞい
ては飼料 をたべ る最初か ら第15 日まで，右 室でたべている。 しか し第16 日にほ，N o．4 も
左室 でたべ，N o ．7 もは じめ の 1 箇ほ左室へ くわえて行 き少 したべ， 2 箇 目にな って右 室
でたべてい る。 また N o ．5 ほ第15 日には石室に入 つてか ら10 分間た ってもたべず， N o．4
は 第16 日に飼 料 を くわ えた ま ゝ走 りまわ った 。 これ は恐 怖 の存 在 を考 え させ る も の であ る
＜ 肋 抄rer andγ王eた（1948），〝‡批r（1951）＞。戸が開く等すれは右室に入る反応の動因
と して考 え られ る もの に ，左 室 に閉 じ こめ られ る恐 怖 もあ ろ う。 恐 怖 は こ こ では 右 室 に 対
す る恐怖 として表 明 され もす るが ，条件づけ一汎化＜ 肋 抄r打 an d エα〝柑reα批 （1951）＞
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と しこてれ は 当然 の こ とで あ ろ う。 次 に テ ス トに お け る電 気 シ ョ ック で あ るが ， 実 験 群 の
t 3 の総和は増 加の傾 向があ るといえるのだか ら，これは理論的 説 明の時 い う汎化 と関係
する こ とで あ るが ， これ も恐 怖 を生 ぜ しめ る も ので あ った 。 な お 附 言 す るな らば ， 予 備訓
練の時か ら，左室にねずみ を入れ 2 分後に電灯（灯）をつけてか ら飼料 をあたえたのは，期
待と フ ラス トレ ー シ ョンの問 題 が こ ゝに生 じな い よ う配 慮 した か らで あ る。
以上 の考 察に もとづ いた結果 の理論的説 明であるが， ここにおいて も， これは唯一 とは
な り得 な い で あ ろ う。 肋 言er のい うフ ラス トレー シ ョンが この 場 合 に あ て は ま るか ど う
か は ，助 言er and g〃e花（1951）のとりあげたところによれば，あてはまるものと思われる。
所謂二次的強化国子 （ ここでほ第一 にブザ ー と考え られ る）がほた ら く条件 の 汎 化 く
M o w rer （1950a），D ’A m ato （1955）＞ とい うこ とか ら この結 果 ほ 説 明 出来 よ う。期 待 と
い うこ とは ， 肋 抄rer andエαmOre即ガ（1951）の実験のごとき弁別訓練におけるものまで
ふくんで しま うもの で あ ろ うか ら， この場 合 に用 い る こ とほ ど うか と思 わ れ るが ，肋 びrer
（1950b）のい う見透 しは また この結果を説 明 し得 る ものである。帰納過程 として学習 を，
推論過程 と して見透 しを考 え，見透 しが普通 に意味す る ことほ行為 の結果が起 る前に直接
の二次的強化を経験 す ることであ るとい う。 この場合 の推論ほ ， 寸この場面は ブザ ーがな
り終 れ ば 終 りとな る もの で あ る。 とい うもの であ ろ う。 い ず れ に して も ブザ r は 恐怖 解 除
の役割 をなすわけであ る。 ブザ ーがか よ うな役割 をなす ため，実験群 においては恐怖が少
く，統制群 との間 の特に第16 日の差 を生 じた もの と考 え られ る。研究 の 目的は達せ られた
とい って よか ろ う。
要 約
肋 抄rgr and γねた（1948） がい うよ うに，病人 の苦痛 が無限 につづ くあ るいほ もっとひ
どくな るとい う懸念 ，恐怖 ほ医者の言葉 に よって除 かれ る。 この現象 の実験的類例を ，被験
老 と して自ねずみを用いて報告 した。第一に恐怖解除 の役割をなす ブザ ーが存在 す る実験
群においてほ， これが存在 しない統制群 よ りも恐怖 が少い と考 え られた。 その結果 の説 明
ほ，二次的強化 国子 がほ た らく条件 の汎化 とい うことか ら，あ るいは見透 しの考 えに従つ
て ，な され 得 る。
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